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1 1月 17日 （ 日 ） ゆ く 秋 を 惜 し む ！ 三 濃 山 ハ イ キ ン グ
こ も れ び と 、 も え る 木 々 の 葉 で 完 全 燃 焼 ！

つ か の 間 の 晩 秋 の 山

へ の あ こ が れ も

食 欲 、 食 歌 ？ 感 も 、

ﾚ ｸ ﾘ ｪ ｰ ｼ ｮ ﾝ 部 の 気

合 で 満 願 ？

気 に な る 体 脂 肪 率 、

さ っ そ く 量 っ て

に ん ま り

子 供 た ち も そ れ な

り に …

こ こ ろ よ い ね む り へ

そ れ ぞ れ の 内 に 秘 め た ？山 登 り 前 の 元 気 な 様 子 ？

焦 燥 も 慢 性 ス ト レ ス も

街 の 灯 と と も に 消 え 去 り ま し た （ で し ょ う か ）

(岸 本 )

11月 23日 （ 土 ） 加 古 川 市 合 唱 際 （ ア ラ ベ ス ク ホ ー ル ）
よ く 晴 れ 渡 っ た 合 唱 日 和 恒 例 の 加 古 川 市 合 唱 祭

今 回 は 13人 の 参 加 で 楽 し く 歌 え た (か な ？ )

少 し 音 程 が あ や し か っ た と い う 声 も 聞 か れ ま し た

ま た 練 習 を 積 ん で 、 次 の ジ ョ イ ン ト コ ン サ ー ト へ つ な げ よ う

行 事 予 定

12月 8日 (日 ) 若 い 夢 フ ェ ス テ ィ バ ル 模 擬 店 で コ ー ヒ ー を 出 し ま す
み な さ ん 、 参 加 し て く だ さ い

2003年 2月 16日 (日 )男 声 合 唱 団 「 Do!た か さ ご 」 と の ジ ョ イ ン ト コ ン サ ー ト
2月 16日 午 後 2時 開 演

加 古 川 総 合 文 化 セ ン タ ー 音 楽 練 習 室 1
演 奏 曲 目 予 定

風 に な り た い 、 道 化 師 の ソ ネ ッ ト 、 メ モ リ ー 、
い つ も 何 度 で も （ 女 声 、 組 曲 「 加 古 川 」 よ り）
デ ィ ー プ リ バ ー 、 ア メ イ ジ ン グ ・ グ レ イ ス 、 新 世 界

2003年 3月 16日 （ 日 ） 兵 庫 県 和 太 鼓 と 民 舞 の 祭 り

2003年 6月 8日 （ 日 ） 兵 庫 の う た ご え 祭 典 in 三 木
指 揮 者 池 辺 晋 一 郎 氏 に 決 定 ！ ！

「 新 世 界 」 の 合 同 合 唱
加 古 川 流 域 合 同 曲 と し て 組 曲 「 加 古 川 」 を 歌 い ま す

12月 6日 、 13日 、 20日12月 練 習 日

忘 年 会 12月 27日 で す お 楽 し み に
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